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 In programming education for liberal arts students, examination of the contents and device of 

management are important. The purpose of this paper is to examine programing education using ICT 

(Information and Communication Technology). 

 First, the education of image-processing programming using Open-DX, a visual program, is considered. 

The visualization tool Open-DX displays the image by combining various functions and visual programs 

according to user's usage. Next, the VOD-type (Video on Demand-type) lecture contents for studying 

how to use Open-DX were prepared. The creation of e-Learning contents also became the teacher's FD 

activity.
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1.は じ め に

1980年 代 までの大学 の 「情報教育」で は,

コンピュータを扱 うにはプログラミングが必須

だったこともあり,文 系の学生にも 「プログラ

ミング教育」を行 っていた。1980年 代後半か

ら,ワ ープロや表計算等のアプリケーションソ

フトが普及し始めたことにより,プ ログラミン

グ言語 を習得せずにコンピュータを利用できる

ようになった。文系所属の学生は理系科 目に苦

手意識 を持っているため,負 担になるプログラ

ミング教育を避ける大学が増えたとされるL2)。

しかし,コ ンピュータ(シ ステム)の 処理の理

解 は,道 具 として使いこなす上で も必要であ

り,プ ログラミングを通した学習の方が有益で

ある3)。

総合社会学部 環境系専攻 地球環境 コースに

は,環 境政策分野と環境情報分野の科 目が用意

され てい る。環境 情 報分 野 は,画 像 処理 や地

理情報 システム(GIS),デ ー タベ ース構築 等 の

情報処理技術 を学 ぶ科 目が用意 されてお り,文

系学部所属 の学生 で も,環 境 デー タ解析,衛 星

デー タ処理 環境 シ ミュ レーシ ョン等 が行 える

ことを学習 目標 としている。 しか し,学 生 が情

報分野 の科 目を主体 的に受講 し,学 習 目標 を達

成 するには,授 業 内容 の検討,及 び運営方法 の

工夫 が必要 である。

本論 では,文 系学部 でのプログラ ミング教育

の取 り組 み として,こ の1年 半 の著者 の授業経

験 を総括 し,① ビジュ アルプロ グラムの検討,

及 び②ICT(InformationandCommunication

Technology:情 報 通信技術)を 活用 した学生

自主学習 の支援 として,プ ログラ ミング技術 を

学 ぶ た め のe-Learning教 材 を紹介 し,そ こ

で得 られる情報教育上 の有効性 について考察す

る。
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2.2010～2011年 前期までの情報処理教育

の取 り組みと課題

1.本 専 攻2年 次必修科 目であ る演習A/Bは,

グ ルー プ ワー ク形 式の演習科 目と してお り,

各3テ ーマ(調 査 ・空 間分析,統 計解析,情

報処理演 習等)を5週 のローテーシ ョンで進

み,各 テーマ4名 の教 員が担 当す る4)。

2.情 報 処 理演 習 は,コ ンピュー タ を用 い た

実習 形 式 と してい る。前 期 の 演習Aで は,

「Adobe/Photoshop(画 像 処 理 ソ フ ト)を

用 い た画像 処 理実 習」 を行 い,技 術習 得 だ

けでな く,画 像処理法 について も学 ぶ。後期

演 習Bで は,「Adobe/Illustrator(描 画 ソ

フ ト)とEsri/ArcGIS(GISソ フ ト)を 用

いた街 案内図の作成 」を行 い,写 真 ・作成 地

図 ・実デー タと対応 させ る応用 実習 となって

いる。講義方法は,一 人の教員 が説 明 し,学

生 の 質 問 には,そ の都 度,他 三名 が個 別 に

応 じる形式 とした。 また,実 習教 材 は,web

経 由 で も閲覧 で きるため,自 主学 習に活用 で

きる。学 生 か らは 「最 初 は難 しい と感 じた

が,意 欲 的に取 り組 む ことが出来た」 との高

い評価 が得 られた。

3.2年 次選択科 目 「プログラ ミング演習A・

B」 で は,各5コ マ に プロ グ ラ ミン グ言語

(C言 語)を 学ぶ演 習 を取 り入 れた。前期 の

プロ グラ ミング演習Aは63名 の 学生が受 講

し,後 期 の演 習Bで は,19名 と なっ た。後

期 の プ ログ ラ ミング演 習Bは プロ グ ラ ミン

グ演習Aの 発 展科 目だが,学 生 に とって内

容 が難 し く,取 り組 み難 い と感 じた結 果 と考

える。

上記1～3よ り,学 生 は情報処理技術 の必要

性 を感 じていて も,基 礎 か ら応用へ のステ ップ

ァ ップが出来ない ことが課題 となった。本論 で

は,応 用 となるプログラ ミング技術 の習得 を学

生 が主体 的に取 り組 むための工 夫を検討 した。

ここでは,第1の 取 り組 み として,プ ログラ

ミングに対 するネガテ ィブなイメージを払拭 す

るため,プ ログラムをテキス トで指 定するので

は な く,グ ラ フ ィカル な操 作 で作成 で きる ビ

ジ ュアルプ ログラムの採用 を検 討す る。 また,

プ ログ ラミングの習熟度 の向上 には,学 生 に よ

る 自主学習 が大切 である。第2の 取 り組 み とし

て,実 習支援 のた めのe-Learning教 材 の 開

発 を行 った。

3.二 つの教育教材の開発

3.10pen-DXを 活 用 した教材 開発

ビジ ュ ア ル プ ロ グ ラ ミ ン グ のOpen-DX

(OpenVisualizationDataExplorer)は,1995

年5月 にDeepComputingInstituteに よって

オープ ンソース として公 開 された可視化/画 像

処理用 プログ ラミングツールである。最大 の特

徴 はプ ログラム言語 を記述す る ことな く,GUI

を利 用 し,モ ジュール と呼 ばれる 目的別 の機 能

を備 えた既存 のサ ブプ ログ ラム を組 み合 わせ

る ことによ り,プ ログ ラム を作成 で きる(図1

参 照)。 また,画 像処 理の基本 となる平滑化 や

鮮 鋭化,エ ッジ抽 出等 の フィル ター処 理(画

像 解析 に よって,特 徴 抽 出す る画像 処理)を

実 装 し,読 み込み可 能なデ ー タ形式が,CDF,

netCDF,HDF形 式 等 であ る た め,衛 星 デ ー

タの可視化,及 び画像処理 には非常 に便利 であ

る5,6)。

図10pen-DXプ ロ グ ラミング画面
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OpenDXに よ る可 視化 までの基 本 的 なプ

ロセス を図2に 示 す。A)は 可視化処理 を行 う

デー タ群 を示 す。B)はOpen-DX上 で操作 を

示 し,大 き く分 けて① ～③ のプロセスに分 け ら

れる。

A)衛 星 デー タを可視化 する場合,格 納 されて

い る観測 デ ータ ・緯 度経度 な どを抽 出 し,

マ ッピング を前処理 として行 う。

B)①Open-DX上 で衛星 デー タを読み込む

際 に,デ ー タ に合 わせ て,Open-DX上

で 読み込 ませ るためのヘ ッダ ファイルを作

成する。

②OpenDXで デ ー タの読み込みか ら画

像 表示 までのプログラムを作成 する。

③ 最後 にOpen-DXで 作 成 したプログラ

ム を実行 し,デ ー タを可視化 する。

ラム可 能である。

近 年 の衛星 デー タに は,観 測 デ ー タ と共 に

各 地 点 にお ける標高 デ ー タが格 納 され てい る

場 合 が あ る。 この標 高 デー タ(DEM:Digital

ElevationModel)を 用 い た3次 元 表 示 も

OpenDXで は 非常 に簡便 であ る7)。 図4は,

Terra/MODISセ ン サ デ ー タ(2003年4月3

日,日 本列 島)の3次 元画像化結果 を示す 。立

体化 されている ことが確認 で きる。

入力データ
図3NOAA/AVHRRセ ンサデータの画像化

結果(左 図 二元画像,右 図:エ ッジ抽出処理結

果画像)

1'rb 巳

図20pen-DXに よ る可視化 プロセス

図3は,Open-DXを 用 いたNOAA/AVHRR

セ ンサデータ(1985年4月29日,日 本列 島)の

画像化 結果 を示す。左 図は元画像 右 図はエ ッ

ジ抽 出処理 を施 した結果 であ る。1枚 の ウイ ン

ドウ内での複 数画像 表示 も非常 に簡単 にプログ

図4Terra/MODISセ ンサデー タの3次 元画

像表示結果

3.2VOD実 習 教材の開発

Open-DXの 使 用 に は,プ ログ ラ ミング言

語 の知識 は必要 でないが,モ ジュー ル(機 能)

の 十分 な理 解 と操作 の習 得 が必要 とな る。習
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熟 度 の向上 には,学 生 に よる 自主学 習 が大切

であ る。2003年 頃 か ら,ビ デ オス トリー ミ ン

グ技術 が一般 的にな り,講 師の説 明を映す ビデ

オ映像 と,資 料 のパ ワー ポ イ ン ト(ppt)の ス

ライ ドを同期 したVOD(VideoOnDemand)

型eLearning教 材 の作成 が行 われ る ように

なった。実習支援 の教材 としては,繰 り返 して

何 度で も分 か らない部分 を視聴 で きるため,教

育効 果は高い と言 える 蹴 。

ここでは,実 習支援 を 目的 として,ビ デオ映

像 とpptス ラ イ ドを同期 したe-Learning教

材 を作成 する。教材作成 には,フ リーの コンテ

ンッ作 成 ア ドオ ンソ フ トMicrosoftProducer

forPowerPointを 使 用 した。 ビデオ 映像 は,

対 面式の授業風景 をデジ タル ビデオカメラで撮

影 し,e-Learning教 材 と して活 用 す る。 図

5に 教材作 成手順 を示す。 ビデオ カメラで撮 影

した映像 の音声 は聞 き取 りに くい場合 が多 いた

め,ICレ コー ダー を用い た録音 も行 っ た。 さ

らに,音 声 ファイルの明瞭度 を改善す るため,

サ ウン ド編集 ソ フ トAudacitylo)で 音 声編集 を

行 う。

撮 影動 画は90分 以上の収録 となってい るが,

eLearning教 材 は,学 生 の集 中力 を考 え約

50分(前 半25分+イ ン タ ー バ ル+後 半25

分)コ ンテ ンツ とする。時間の設定は,講 義の

モニ タリングや学生 か らの聞 き取 り調査 に基 づ

くものである。 コンテ ンツ制作 の為 のスライ ド

の選択 や動 画カ ッ ト ・編 集は,教 育効 果の立場

か ら最 も重要 となる11)。

図6に 作 成教 材 を示 す。e-Learning教 材

はブラウザで表示 され,作 成 した教材 一覧 か ら

希望 講義を選択 する。教材Toppage(図6(a)

参 照)が 表示 され,再 生 ボ タンを押 す と講義が

開始する。図6(b)の 左 上 部分 が撮 影動 画で,左

下部分が シー ン タイ トル,右 半分がPPTの ス

ライ ドである。動 画シー ンの進行 に応 じ対応 す

るスライ ドが表示 される。PPTの ア ニメーシ ョ

ンも利用 で き,講 義の早 送 りやスライ ド単位 で

再生 開始位 置が移動 もで きるため,学 生 に とっ

て聴 講 しやすい教材 となっている。

Ψ ＼1

動画 音声編集

図5e-Learning教 材 作成手順

(b)

図6e-Learning教 材 画面 の構成

一 方
,Producerで 制 作 した コ ンテ ンッ は,

マ イ クロソフ ト社製 品の環境(OS,ブ ラ ウザ,

動 画再生 ソフ ト)以 外 では再生 で きない問題が

ある。今 後 は,Flashを 使 用 した コ ンテ ンツの

制作 も検討す る8)。
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4.お わ りに 参考文献

本論 では,過 去2年 間の著者 の経験 及び参

考文献 に見 られる多 くの教 育従事者 の経験 を総

括 し,文 系学 部のプログラ ミング教 育の取 り組

み として,ま ず,苦 手意識 を抱 かぬ ように二つ

の教材 開発 を行 った。 まず,一 つ 目の教材 とし

て衛星 デー タを用 いた画像処理 プログラ ミング

を学ぶ ため,可 視 化 ッールOpen-DXを 使 用

した。処理 の流 れが理解 しやす く,プ ログラ ミ

ング初心者 で も,3次 元表示 な どの高度 な画像

表示 が簡便 に行 えるため,教 育効 果は大 きい と

言 える。将来,学 生 の習熟 度が増 し,ユ ーザー

メイ ドのモジュール作 成や,テ キス ト入 力に よ

るプログラ ミングに意欲的に取 り組 んで くれる

ことを期待 している。

二 つ 目の 教 材 と して,実 習 支 援 の 為 の

eLearning教 材 の開発 を行 った。講 師映像 と

pptス ラ イ ドを同期 した ことによ り,学 生 の 自

主学 習の支援教材 となる。今 後は,実 地→検証

→修正 のPDCAサ イ クルに従 い ,実 際 に学生

の意見批判 を取 り入 れる実地検証 と検証結 果の

反映に留 意 して,教 材作 成を行 うことを検討 し

ている11)。 一 方,コ ンテンッ制作 には,時 間 と

労力 を要 す るこ とが課題 とな り得 る。 そ こで,

e-Learning教 材 を活用 した 学生 が,教 材 作

成に関わる人材 となる ことを提 案 したい。 これ

は,制 作者 の確保 だけでな く,学 生 の学 習能力

に応 じた,よ り質の高い コンテ ンツ制作 となる

ことが期待 され る。

また,VOD教 材 の作 成 は,授 業映像 を確 認

する ことか ら,教 員に とって,授 業 の 自己点検

や,第 三者 に よる評価 に も活用 で きる。教員 の

FD(FacultyDevelopment)の 手段 ともな り

得 る8)。 今後 は,eLearning教 材 の作成 だけ

でな く,対 面講義の運営 向上 も図 りたい と考え

る。
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